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(57)【要約】
　切換可能なバックライト（１１０、２００）及び前面
フィルム（１２０）を含むディスプレイ（１００）が開
示される。また、意図される視野（１１２、２２６）外
の周囲光におけるディスプレイの可視性を低減させるた
めに前面フィルム（１２０）を使用する切換可能なバッ
クライト（１１０）を有するディスプレイが開示される
。切換可能なバックライト（１１０、２００）は、異な
る角度範囲に対する可視性を制限するために、異なる視
野円錐（１１２、１１４；２２６、２３６）を有する２
つの異なる出力モードを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面を通して見ることができるディスプレイであって、
　少なくとも第１の出力モード及び第２の出力モードを有し、前記第１のモードが、４０
度を超える半値全幅を含む第１の輝度分布を有し、前記第２のモードが、４０度以下の半
値全幅を含む第２の輝度分布を有する、切換可能なバックライトと、
　前記ディスプレイの前記前面として配設され、少なくとも３５％のヘイズを有する前面
フィルムとを備えるディスプレイ。
【請求項２】
　前記前面フィルムが、表面拡散体を含む、請求項１に記載のディスプレイ。
【請求項３】
　前記前面フィルムが、バルク拡散体を含む、請求項１に記載のディスプレイ。
【請求項４】
　前記第２の輝度分布が、前記ディスプレイに対する法線を中心とする、請求項１に記載
のディスプレイ。
【請求項５】
　前記前面フィルムが、少なくとも４０％のヘイズを有する、請求項１に記載のディスプ
レイ。
【請求項６】
　前記前面フィルムが、少なくとも５０％のヘイズを有する、請求項１に記載のディスプ
レイ。
【請求項７】
　前記前面フィルムが、少なくとも７０％のヘイズを有する、請求項１に記載のディスプ
レイ。
【請求項８】
　前記前面フィルムが、少なくとも８０％のヘイズを有する、請求項１に記載のディスプ
レイ。
【請求項９】
　前記前面フィルム上に配設されたカバーレンズを更に備える、請求項１に記載のディス
プレイ。
【請求項１０】
　意図される視野外の周囲光におけるディスプレイからの情報の可読性を低減させる方法
であって、
　少なくとも第１の出力モード及び第２の出力モードを有し、前記第１のモードが、４０
度を超える半値全幅を含む第１の輝度分布を有し、前記第２のモードが、４０度以下の半
値全幅を含み、前記ディスプレイの法線を中心とする第２の輝度分布を有する、切換可能
なバックライトを含むディスプレイを提供することと、
　前記切換可能なバックライトが前記第２の出力モードにあるとき、周囲光において４０
度より斜めの角度で前記ディスプレイを見ている観察者にとって、ディスプレイの可視性
を低減させるほど十分に高いヘイズ値を有する前面フィルムを前記ディスプレイ上に提供
することとを含む方法。
【請求項１１】
　前面を通して見ることができるディスプレイであって、
　少なくとも第１の出力モード及び第２の出力モードを有し、前記第１の出力モードが、
第１のピーク強度及び前記第１のピーク強度を中心とする第１の視野円錐を含む第１の輝
度分布を有し、前記第２の出力モードが、第２のピーク強度及び前記第２のピーク強度を
中心とする第２の視野円錐を含む第２の輝度分布を有する、切換可能なバックライトと、
　前記ディスプレイの前記前面として配設され、少なくとも５０％のヘイズを有する前面
フィルムとを備えるディスプレイ。
【請求項１２】
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　前面を通して見ることができるディスプレイであって、
　少なくとも第１の出力モード及び第２の出力モードを有し、前記第１の出力モードが、
第１のピーク強度及び前記第１のピーク強度を中心とする第１の視野円錐を含む第１の輝
度分布を有し、前記第２の出力モードが、第２のピーク強度及び前記第２のピーク強度を
中心とする第２の視野円錐を含む第２の輝度分布を有する、切換可能なバックライトと、
　前記ディスプレイの前記前面として配設され、５００ルクスの照度を有する周囲光下で
、前記バックライトが前記第２の出力モードにあるとき、前記第２の視野円錐の外側から
前記ディスプレイを見ている観察者が、前記切換可能なバックライトがオンであるか、そ
れともオフであるかを区別することができないほど十分に高いヘイズを有する前面フィル
ムとを備えるディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　切換可能なバックライトは、様々な手段を通じて異なる出力分布を提供する。これらは
、狭い出力分布及び広い出力分布とすることができる。防眩表面、より快適な触覚体験、
残りのディスプレイ部品に対する耐引っ掻き性、又はこれらの組合せを提供するために、
ディスプレイの前面に前面フィルムが使用される。ヘイズが強すぎるとコントラストが低
減し、画素のぼけが生じるため、前面フィルムは、典型的には、中程度から軽度のヘイズ
値（５０％未満）を有する。
【発明の概要】
【０００２】
　一態様では、本説明は、前面を通して見ることができるディスプレイに関する。ディス
プレイは、切換可能なバックライトを含み、切換可能なバックライトは、少なくとも第１
の出力モード及び第２の出力モードを有し、第１のモードは、４０度を超える半値全幅を
含む第１の輝度分布を有し、第２のモードは、４０度以下の半値全幅を含む第２の輝度分
布を有する。ディスプレイはまた、ディスプレイの前面として配設された前面フィルムを
含み、前面フィルムは、少なくとも３５％のヘイズを有する。
【０００３】
　別の態様では、本説明は、前面を通して見ることができるディスプレイに関する。ディ
スプレイは、切換可能なバックライトを含み、切換可能なバックライトは、少なくとも第
１の出力モード及び第２の出力モードを有し、第１の出力モードは、第１のピーク強度及
び第１のピーク強度を中心とする第１の視野円錐を含む第１の輝度分布を有し、第２の出
力モードは、第２のピーク強度及び第２のピーク強度を中心とする第２の視野円錐を含む
第２の輝度分布を有する。ディスプレイはまた、前面フィルムを含み、前面フィルムは、
少なくとも５０％のヘイズを有する。
【０００４】
　更に別の態様では、本説明は、意図される視野外の周囲光におけるディスプレイからの
情報の可読性を低減させる方法に関する。この方法は、切換可能なバックライトを含むデ
ィスプレイを提供することを含み、切換可能なバックライトは、少なくとも第１の出力モ
ード及び第２の出力モードを有し、第１のモードは、４０度を超える半値全幅を含む第１
の輝度分布を有し、第２のモードは、４０度以下の半値全幅を含み、ディスプレイの法線
を中心とする第２の輝度分布を有する。この方法は、切換可能なバックライトが第２のモ
ードにあるとき、周囲光において４０度より斜めの角度でディスプレイを見ている観察者
にとって、ディスプレイの可視性を低減させるほど十分に高いヘイズ値を有する前面フィ
ルムをディスプレイ上に提供することを更に含む。
【０００５】
　別の態様では、本説明は、前面を通して見ることができるディスプレイに関する。ディ
スプレイは、切換可能なバックライトを含み、切換可能なバックライトは、少なくとも第
１の出力モード及び第２の出力モードを有し、第１の出力モードは、第１のピーク強度及
び第１のピーク強度を中心とする第１の視野円錐を含む第１の輝度分布を有し、第２の出
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力モードは、第２のピーク強度及び第２のピーク強度を中心とする第２の視野円錐を含む
第２の輝度分布を有する。ディスプレイはまた、ディスプレイの前面として配設された前
面フィルムを含み、前面フィルムは、５００ルクスの照度を有する周囲光下で、バックラ
イトが第２の出力モードにあるとき、第２の視野円錐の外側からディスプレイを見ている
観察者が、切換可能なバックライトがオンであるか、それともオフであるかを区別するこ
とができないほど十分に高いヘイズを有する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】切換可能なバックライト及び前面フィルムを含むディスプレイの立面図である。
【図２】例示的な切換可能なバックライトの立面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図１は、切換可能なバックライト及び前面フィルムを含むディスプレイの立面図である
。ディスプレイ１００は、切換可能なバックライト１１０及び前面フィルム１１０を含む
。切換可能なバックライトは、第１の視野円錐１１２を含む第１の出力モードと、第２の
視野円錐１１４を含む第２の出力モードとをもたらす。観察者１３０は、第１の視野円錐
内からディスプレイ１００を観察するが、第２の視野円錐内からは観察できない。周囲光
源１４０からの光１４２は、前面フィルム１２０によって散乱され、散乱光１４４として
観察者１３０へ反射する。
【０００８】
　切換可能なバックライト１１０は、少なくとも２つの出力モードを有する任意の適した
切換可能なバックライトとすることができる。２つの出力モードは、異なる配光角を有す
る。各出力モードで見ることができる視野角を、その視野円錐と呼ぶことができる。視野
円錐は、その半値全幅、又はその１０％値全幅、又はその５％値全幅によって特徴付け又
は範囲付けることができる。第１の出力モードは、第１の視野円錐１１２を有し、第２の
出力モードは、第２の視野円錐１１４を有する。いくつかの実施形態では、切換可能なバ
ックライト１１０は、図１に示すように、ディスプレイの法線を中心とする広い視野円錐
及び狭い視野円錐を有することができる。いくつかの実施形態では、視野円錐は、たとえ
ば、左目及び右目に対して分離することができ、又は横に並んでいる２人の観察者に対し
て異なるように選択的に情報を提示するように分離することができる。図を簡単にするた
めに、視野円錐は、切換可能なバックライト１１０の表面上の単一の点からくるものとし
て示す。ただし、これらの視野円錐は、バックライトの放出表面上の各点からくると考え
た方がより正確である。
【０００９】
　観察者１３０に関して考えると、そのような観察者は、切換可能なバックライトが、第
１の視野円錐１１２をもたらす第１の出力モードにあるときは、ディスプレイからの光を
見ることができるが、切換可能なバックライトが、第２の視野円錐１１４をもたらす第２
の出力モードにあるときは、ディスプレイからの光を見ることはできないはずである。し
かし、いくつかの切換可能なバックライトの場合、視野円錐の境界にはっきりとした限界
がない（たとえば、なおその最大輝度の５０％、又はその最大輝度の１０％、又はその最
大輝度の５％となりうる）。したがって、切換可能なバックライトが第２の出力モードに
あるとき、第１の視野円錐内にも第２の視野円錐内にも入っていない観察者１３０が、そ
れにもかかわらずディスプレイからの光を見ることが可能になりうる。
【００１０】
　場合により、特に出力モードが、どの観察者がディスプレイからの光を見ることができ
、又は情報を読み取ることができるかを選択することを意味する場合（すなわち、プライ
バシーの適用分野の場合）、これは望ましくない又は許容できない可能性がある。
【００１１】
　驚くべきことに、前面フィルムに高いヘイズ（ディスプレイの前面で典型的に使用され
る値より高い）を提供すると、室内における周囲光の散乱反射を利用することによって、
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この望ましくない可視性をなくすことができる。たとえば、周囲光源１４０（個別の光源
として示すが、単に室内又は領域内の光の存在であってもよい）は、前面フィルム１２０
の拡散特性によって反射されて散乱される。周囲光源１４０からの光１４２は、散乱して
散乱光１４４になる。散乱光１４４は、観察者１３０によって観察され、それと同時に、
現在の出力モードの視野円錐の外側からの薄暗い光が、観察者１３０に入射する。周囲光
源からの光１４２が十分に明るい場合、現在の出力モードの視野円錐の外側からの薄暗い
光の可視性、具体的にはディスプレイ上の情報の可読性又は可視性を低減させることがで
きる。いくつかの実施形態では、現在の出力モードの視野円錐の外側からの薄暗い光は、
周囲光源からの散乱光と比較すると、観察者が、バックライトがオンであるか、それとも
オフであるかを区別することができないほど薄暗い可能性がある。いくつかの実施形態で
は、５００ルクスの照度を有する周囲光は、観察者が、バックライトがオンであるか、そ
れともオフであるかを区別することをできなくするのに十分である。いくつかの実施形態
では、６００ルクスの輝度を有する周囲光で十分である。いくつかの実施形態では、７０
０ルクス、８００ルクス、又は１０００ルクスの輝度を有する周囲光は、観察者が、バッ
クライトがオンであるか、それともオフであるかを区別することをできなくするのに十分
である。これらの場合、反射した周囲光は、少なくとも５ｃｄ／ｍ２又は少なくとも１０
ｃｄ／ｍ２の輝度を有することができる。
【００１２】
　前面フィルム１２０は、３５％より高い、４０％より高い、４５％より高い、５０％、
７０％より高い、又は８０％より高いヘイズを有することができる。前面フィルム１２０
は、表面拡散体、バルク拡散体、又はその両方とすることができる。前面フィルム１２０
は、任意の適した寸法を有することができ、任意の適した材料から形成することができる
。いくつかの実施形態では、前面フィルム１２０は、その透過性、剛性、鉛筆硬度、又は
他の物理的若しくは光学的特性に関して選択することができる。いくつかの実施形態では
、前面フィルム１２０は、ポリマー分散液晶又はスメクチックＡベースの切換可能な拡散
体などの切換可能な拡散体とすることができ、又はそれを含むことができる。前面フィル
ム１２０は、キャスティング及び硬化による微細複製プロセス、又は拡散粒子を含む樹脂
フィルムのキャスティングなど、任意の適したプロセスから形成することができる。いく
つかの実施形態では、前面フィルム１２０は、ポリマーフィルムとすることができる。い
くつかの実施形態では、前面フィルム１２０は、回折格子を含むことができる。いくつか
の実施形態では、ディスプレイは、前面フィルム１２０上に配設されたカバーレンズを含
むことができる。
【００１３】
　図２は、例示的な切換可能なバックライトの立面図である。切換可能なバックライト２
００は、第１の面２１６及び第２の面２１８を含む微細構造体２１４を有する非対称形回
転フィルム２１０と、第１の配光円錐２２２及び第１の例示的な光線２２４を有する第１
の光源２２０と、第２の配光円錐２３２及び第２の例示的な光線２３４を有する第２の光
源２３０と、第１の光源２２０及び第１の面２１６に関連する第１の出力分布２２６と、
第２の光源２３０及び第２の面２１８に関連する第２の出力分布２３６とを含む。
【００１４】
　非対称形回転フィルム２１０は、任意の適した厚さとすることができ、任意の適した材
料から作ることができる。いくつかの実施形態では、非対称形回転フィルム２１０は、ポ
リカーボネート、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリ（メタ
クリル酸メチル）、並びにこれらのコポリマー及びブレンドなどのポリマー材料から形成
される。いくつかの実施形態では、非対称形回転フィルム２１０は、入射光が望ましくな
く散乱することを防止するために、光学的に透過性とすることができ、又は低いヘイズ及
び高い透明度を有することができる。いくつかの実施形態では、非対称形回転フィルムは
、十分に広い範囲の角度で内部全反射が生じることを確実にするために、１．５以上など
の十分に高い屈折率を有することができる。他の適当な材料には、アクリル、ポリスチレ
ン、メチルスチレン、アクリレート、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニルなどが含まれる。
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いくつかの実施形態では、非対称形回転フィルム２１０の材料、寸法、又はその両方を、
可撓性フィルムをもたらすように選択することができる。
【００１５】
　第１の平滑表面２１１は、実質上平滑である。しかし、第１の平滑表面２１１は、すべ
ての実施形態で完全に平滑である必要はなく、表面が微細構造体を含まない限り、実質上
平滑な表面であると判断することができる。たとえば、第１の平滑表面２１１の表面上に
、防水又は防眩性のビードコーティング（beaded coating）を含み又は組み込むことがで
き、そのような表面は、それでもなお、本出願の目的のため、実質上平滑であると見なす
ことができる。言い換えれば、平滑とは、粗面でないという意味で使用されるのではなく
、構造化されていないという意味で使用される。
【００１６】
　第２の構造化表面２１２は、微細構造体２１４を含む。微細構造体２１４はそれぞれ、
線形の微細構造体とすることができる。すなわち、微細構造体２１４は、一方向に沿って
（図２の例示的な構成では、紙面に出入りする軸に沿って）延びることができ、実質上同
じ又はまったく同じ断面形状を有する。微細構造体２１４、より概略的には非対称形回転
フィルム２１０の第２の構造化表面２１２は、微細複製プロセスなどの任意の適したプロ
セスを通して形成することができる。たとえば、第２の構造化表面２１２は、所望の構造
の負の型を有する適した工具を切断し（フライカッティング、ねじ切り、ダイヤモンド旋
削など）、この工具の表面に柔軟であるが硬化性の又は硬くなる材料を押し付けることを
通して形成することができる。材料は、後に硬くし又は硬化させて（たとえば、紫外光な
どの光への露出による）、所望の特徴を有する第２の構造化表面２１２を残すことができ
る。他のプロセスも可能であり、それには、電気めっき加工、レーザー切断、若しくはエ
ッチングされた工具でキャスティング及び硬化すること、工具の２光子マスタリングなど
のフォトリソグラフィをキャスティング及び硬化プロセスとともに使用すること、又は更
には直接機械加工、若しくは３次元の付加印刷プロセスが含まれる。
【００１７】
　微細構造体２１４はすべて同じとすることができ、又は異なることができる。いくつか
の実施形態では、２つ以上のタイプの微細構造体が交互に位置し、又はパターンが変動し
、又は認識可能なパターンなしで位置する。微細構造体２１４はそれぞれ、第１の面２１
６及び第２の面２１８を有する。第１の面２１６及び第２の面２１８は、第１の光源２２
０及び第２の光源２３０に光学的に対応する。その意味で、第１の面２１６は、第１の光
源２２０からの光を優先的に反射するが、第２の光源２３０からの光は優先的に反射せず
、第２の面２１８は、第２の光源２３０からの光を優先的に反射する。第２の構造化表面
２１２上の微細構造体の全体的な配置は、任意の適したピッチを有することができ、微細
構造体２１４間にランド部（平坦な領域）を有しても有していなくてもよい。微細構造体
２１４は、任意の適当なサイズとすることができ、多くの場合、ミリメートル又はマイク
ロメートル規模とすることができ、場合により、１０～１００マイクロメートル又は１０
～３００マイクロメートルとすることができる。微細要素２１４のピッチ又はサイズは、
第２の構造化表面２１２のすべて又は一部分に対して、増大させることができ、減少させ
ることができ、増大と減少の両方を行うことができ、又は一定のままとすることができる
。
【００１８】
　第１の光源２２０及び第２の光源２３０は、任意の適した光源又は光源の組合せとする
ことができる。多くの場合、第１の光源２２０及び第２の光源２３０に対する光源は、発
光ダイオード（ＬＥＤ）である。第１の光源２２０及び第２の光源２３０を単数で参照し
ているが、各光源を一群又は一連の光源とすることもできる。たとえば、第１の光源２２
０は、紙面に出入りする軸に沿って延ばした一連のＬＥＤとすることができる。いくつか
の実施形態では、光源は、実質上白色の光を放出する。いくつかの実施形態では、第１の
光源２２０及び第２の光源２３０の部品のいくつかは、ともに白色光を生じさせることが
できる異なる波長の光を放出する。「白色」光は、観察者が白色光であると知覚すること
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ができる任意の適した所望の色点を指すことができ、応用例に応じて調整又は較正するこ
とができる。いくつかの実施形態では、第１の光源２２０及び／又は第２の光源２２０は
、電磁スペクトルの紫外範囲、可視範囲、又は近赤外範囲のうちの１つ以上の光を放出す
ることができる。第１の光源２２０及び第２の光源２３０はまた、冷陰極蛍光灯（ＣＣＦ
Ｌ）、又は更にはいくつかの実施形態では、白熱光源とすることができる。これらの光源
及び任意の対応する放射、視準、又は他の光学系は、任意の適した波長又は波長の組合せ
、偏光、点広がり分布、及び視準度を提供するように選択することができる。
【００１９】
　第１の面２１６は、第１の光源２２０からの光を優先的に反射するが、第２の光源２３
０からの光は優先的に反射せず、第２の面２１８は、第２の光源２３０からの光を優先的
に反射するが、第１の光源２２０からの光は優先的に反射しないため、非対称形回転フィ
ルム２１０は本質的に、第１の光源２２０が照明されているときは、第１の面を有する第
１のフィルムとして機能し、第２の光源２３０が照明されているときは、第２の面を有す
る第２のフィルムのように機能し、又は更には第１の光源と第２の光源の両方が照明され
ているときは、第１のフィルムと第２のフィルムの両方のように機能する。
【００２０】
　図２では、図を簡単にするために、微細構造体２１４について、実質上同一であるもの
として示したが、微細構造体は、非対称形回転フィルム２１０の１つ以上の部分に沿って
、形状、サイズ、回転、又はピッチを変化させることができる。いくつかの実施形態では
、微細構造体２１４は、空間的に相違するが、いくつかの実施形態では、類似の特徴を有
するが、非対称形回転フィルム２１０の隣接部分とは異なる特徴を有する微細構造体２１
４の個別の部分が存在することもできる。
【００２１】
　第１の光源２２０からの光は、第１の配光円錐２２２内で放出される。視準度は、光源
２２０と、任意の付随する視準又は放射光学系（たとえば、光ガイド）との両方に依存す
ることができる。いくつかの実施形態では、特に第１の光源２２０が一群の並列の光源を
含むとき、それらの配光円錐は実際上一体化して、長いくさび形を形成する（たとえば、
第１の配光円錐の断面が、紙面に出入りする方向に投影されたようになる）。配光円錐は
また、光源がＣＣＦＬ管などの線形の光源である実施形態でも、長いくさび形とすること
ができる。いずれの場合も、説明の目的で、第１の光源２２０からの光は、第１の例示的
な光線２２４によって表されており、非対称形回転フィルム２１０に入射する。非対称形
回転フィルム１１０は、空気より高い屈折率を有するため、空気から回転フィルム内へ進
む光（図２に示す）は、第２の面２１８によって屈折させられるが、境界面におけるフレ
ネル反射を除いて、実質上反射されない。これらのフレネル反射は、非対称形回転フィル
ムの表面上に反射防止コーティング又は処置を提供することによって低減させることがで
きる。いくつかの実施形態では、モスアイ構造などの反射防止構造化表面によって、反射
防止を提供することができる。次いで、例示的な光線２２４は、回転フィルム／空気の境
界面に対する入射角が内部全反射するには臨界未満であることを条件として、第１の面２
１６によって実質上反射される。第１の光源２２０から放出されて非対称形回転フィルム
２１０に入射するすべての光に対する第１の面２１６からの反射が、第１の組の特徴的な
視野角を有する第１の出力分布２２６をもたらす。切換可能なバックライト２００を見て
いる観察者は、特徴的な視野角のみの光（少なくとも、第１の光源２２０に対応する光）
を知覚するはずである。
【００２２】
　同様に、第２の光源２３０からの光の場合、光は第２の配光円錐２３２内に入り、第２
の例示的な光線２３４によって表される。第１の光源及び第２の光源は、異なる向きの配
光を有する。例示的な光線２３４は、第１の面２１６を通過するときに屈折させられるが
、実質上反射されない（フレネル反射を除く）。第２の例示的な光線２３４は、第２の面
２１８によって生じる境界面で反射され、第２の光源２２０から放出されて非対称形回転
フィルム２１０に入射するすべての光の合計が、第２の組の特徴的な視野角を有する第２
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組の特徴的な視野角とは異なることができる。これは、微細構造体の表面幾何形状、サイ
ズ、及び全体的な配置、並びに光源に対する配置、又は波長、視準、及び放出分布（すな
わち、ランバート）を含む光源の光学的特徴によるものとすることができる。散乱を最小
にするために、微細構造体上、回転フィルムの裏側、又は更には図示しないが偏光子など
を含む全体的なシステムの他の部品上に、反射防止コーティングを配置することができる
。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、切換可能なバックライト２００は、１つ以上の光ガイドを含
む。光ガイドは、内部全反射によって光を輸送する概ね固体の透明な光学部品であり、そ
の長さ及び／又は幅に沿って光の抽出に対する制御を提供するように慎重に設計及び配置
された特徴又は特有の幾何形状を有する。これらの場合、光ガイドの放出表面上の各点（
図２の参照フレーム内、多くの場合は上部）を、光源に関連するものなどの配光円錐の仮
想源と見なすことが有用となりうる。光ガイド（たとえば、くさび形の光ガイドなど）の
設計及び幾何形状、並びに抽出器の形状及び分布により、そのような配光円錐の形状又は
幅を変えることができる。特定の抽出器の設計を使用して、高度にコリメートされた光を
所望の角度で放出することができる。いくつかの実施形態では、切換可能なバックライト
２００は、１つの光ガイドだけを含むことができ、光源はそれぞれ、光ガイドの側面へ光
を放射するように構成される。いくつかの実施形態では、第１の光源及び第２の光源の一
方は、光ガイド内へ光を放射するが、第１の光源及び第２の光源の他方は、光ガイド内へ
光を放射しない。いくつかの実施形態では、２つの光ガイドが存在し、これらの光ガイド
は、積み重ね又は他の方法で垂直に配設することができ、第１の光源及び第２の光源は、
それぞれ第１の光ガイド及び第２の光ガイド内へ光を放射するように結合される。切換可
能なバックライト２００はまた、回転フィルムとは反対側の１つ以上の光ガイド側に配設
された鏡面又は半鏡面反射体を含むことができる。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、切換可能なバックライト２００は、中空の光ガイドを含むこ
とができる。いくつかの実施形態では、そのような中空の光ガイドは、Ｅｎｈａｎｃｅｄ
　Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｒｅｆｌｅｃｔｏｒ（ＥＳＲ）及びＥｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｉｆｆｕ
ｓｅ　Ｒｅｆｌｅｃｔｏｒ（ＥＤＲ）（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎ
ｎ．から入手可能）のような多層反射体など、１対の高反射性の鏡面、半鏡面、又は拡散
反射性のフィルムから作ることができ、これらのフィルムは、特定の距離だけ分離される
。フィルム間の中空の光ガイドに沿って、光を反射し、空気中を輸送することができる。
いくつかの実施形態では、光ガイドの１つ以上の所望の出力表面は、光を選択的に透過す
るために、反射率が低い（すなわち、透過率の大きい）穿孔又は領域を有することができ
る。これらの穿孔又は透過領域は、勾配、擬似ランダム、又は均一の配置を含む任意の有
用なパターンで配置することができる。場合により、中空の光ガイド内のフィルムの一方
又は両方として、半透過反射体を設けることができる。半透過反射体は、部分反射体、反
射型偏光子、又は更には輝度増強フィルムとすることができる。半透過反射体の部分反射
は、光が中空の光ガイドに沿って進むのを助けるのに対して、半透過反射体の部分透過は
、光が光ガイドから出て切換可能なバックライト２００の残り部分の方へ進むことを可能
にする。
【００２５】
　特別な指示がない限り、図中の要素の説明は、他の図の対応する要素にも等しく当ては
まると理解されたい。本発明は、上述した特定の例及び実施形態に限定されると見なされ
るべきではない。そのような実施形態は、本発明の様々な態様の説明を容易にするために
詳細に記載されている。逆に、本発明は、添付の特許請求の範囲及びそれらの均等物によ
って定義される本発明の範囲内に入る様々な修正形態、同等のプロセス、及び代替のデバ
イスを含む本発明のすべての態様を包含すると理解されたい。
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